福島県臨床検査技師会
会員各位


平成30年度福島県臨床検査技師会　感染制御部門
微生物・ウィルス検査分野/疫学検査分野合同研修会について（事前課題の配布）

平素より福島県臨床検査技師会活動にご協力いただきありがとうございます。
平成30年11月3日（土）に開催いたします感染制御部門 微生物・ウィルス検査分野/疫学検査分野合同研修会（2）『薬剤感受性パターンから耐性機序を推定する：グラム陰性桿菌』で実施する事例検討（グループ討議）の事前課題を配布いたします。

1.『事例検討』について
事前にご検討いただく課題は以下の菌株①③⑧⑪4例（別紙）の薬剤感受性パターンより耐性機序を推定してください。
菌株①：Escherichia coli
菌株③：Escherichia coli
菌株⑧：Klebsiella pneumoniae
菌株⑪：Acinetobacter sp.

2.『確認試験』実習について
実際に耐性菌を使用しますので各自白衣をご持参ください。（手袋、マスクは技師会で用意）


＊薬剤耐性菌を早期に発見するための薬剤感受性パターンから耐性機序を推定するポイントが学べます。微生物検査を外部委託されているご施設にもお役に立てる内容となっています。多数ご参加いただければ幸いです。

・研修会終了後、情報交換会を予定しております。参加ご希望の方はmicro@fmu.ac.jp（微生物検査室）まで


＜問い合わせ先＞
福島県立医科大学附属病院検査部
高野　由喜子
TEL/FAX　024-547-1472
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菌株①：Escherichia coli

薬剤名 MIC SIR*

ｱﾝﾋﾟｼﾘﾝ ＞16 R

ﾋﾟﾍﾟﾗｼﾘﾝ ＞64 R

ｾﾌｧｿﾞﾘﾝ ＞16 R

ｾﾌｫﾁｱﾑ ＞16 R

ｾﾌｫﾀｷｼﾑ ＞4 R

ｾﾌﾄﾘｱｷｿﾝ ＞4 R

ｾﾌﾀｼﾞｼﾞﾑ ＞8 R

ｾﾌｫｿﾞﾌﾟﾗﾝ ＞16 R

ｾﾌﾒﾀｿﾞｰﾙ ＜＝4 S

ﾌﾛﾓｷｾﾌ ＜＝2 S

ｲﾐﾍﾟﾈﾑ ＜＝0.5 S

ﾒﾛﾍﾟﾈﾑ ＜＝0.5 S

ｱｽﾞﾄﾚｵﾅﾑ ＞8 R

ｽﾙﾊﾞｸﾀﾑ・ｾﾌｫﾍﾟﾗｿﾞﾝ 16/8 S

ﾀｿﾞﾊﾞｸﾀﾑ・ﾋﾟﾍﾟﾗｼﾘﾝ ＜＝8 S

グループディスカッション：「薬剤感受性パターンから耐性機序を推定する」

　まずは個人の回答を記入し。その後、グループディスカッションで討議してください

設問１．上記の薬剤感受性パターンより、どのような耐性機序（β‐ラクタム系薬耐性）を推定しますか？

推定理由も併せて記載してください（複数回答可）

設問２．設問１の耐性機序を確認するために必要な検査法を記載してください（複数回答可）。

また、それぞれの検査法について実際に日常業務で行っているかどうかについても記載してください。

設問３．設問２の確認試験が陽性であった場合に貴施設ではどのような報告を行っていますか？（例：MIC値にかかわらずすべての

β‐ラクタム系薬をRに変換して報告する、耐性菌であることがわかるようにコメントを付記する、など）

マイクロスキャンパネル（基準濁度法）

* 耐性因子を考慮せずにMIC値のみで判定
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菌株③：Escherichia coli

薬剤名 MIC SIR*

ｱﾝﾋﾟｼﾘﾝ ＞16 R

ﾋﾟﾍﾟﾗｼﾘﾝ ＞64 R

ｾﾌｧｿﾞﾘﾝ ＞16 R

ｾﾌｫﾁｱﾑ ＞16 R

ｾﾌｫﾀｷｼﾑ 2 I

ｾﾌﾄﾘｱｷｿﾝ ＜＝1 S

ｾﾌﾀｼﾞｼﾞﾑ ＞8 R

ｾﾌｫｿﾞﾌﾟﾗﾝ ＜＝4 S

ｾﾌﾒﾀｿﾞｰﾙ 32 I

ﾌﾛﾓｷｾﾌ 4 S

ｲﾐﾍﾟﾈﾑ ＜＝0.5 S

ﾒﾛﾍﾟﾈﾑ ＜＝0.5 S

ｱｽﾞﾄﾚｵﾅﾑ 4 S

ｽﾙﾊﾞｸﾀﾑ・ｾﾌｫﾍﾟﾗｿﾞﾝ ＜＝4/2 S

ﾀｿﾞﾊﾞｸﾀﾑ・ﾋﾟﾍﾟﾗｼﾘﾝ ＜＝8 S

グループディスカッション：「薬剤感受性パターンから耐性機序を推定する」

　まずは個人の回答を記入し。その後、グループディスカッションで討議してください

設問１．上記の薬剤感受性パターンより、どのような耐性機序（β‐ラクタム系薬耐性）を推定しますか？

推定理由も併せて記載してください（複数回答可）

設問２．設問１の耐性機序を確認するために必要な検査法を記載してください（複数回答可）。

また、それぞれの検査法について実際に日常業務で行っているかどうかについても記載してください。

設問３．設問２の確認試験が陽性であった場合に貴施設ではどのような報告を行っていますか？（例：MIC値にかかわらずすべての

β‐ラクタム系薬をRに変換して報告する、耐性菌であることがわかるようにコメントを付記する、など）

マイクロスキャンパネル（基準濁度法）

* 耐性因子を考慮せずにMIC値のみで判定
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菌株⑧：Klebsiella pneumoniae

薬剤名 MIC SIR*

ｱﾝﾋﾟｼﾘﾝ >16 R

ﾋﾟﾍﾟﾗｼﾘﾝ >64 R

ｾﾌｧｿﾞﾘﾝ >16 R

ｾﾌｫﾁｱﾑ >16 R

ｾﾌｫﾀｷｼﾑ >4 R

ｾﾌﾄﾘｱｷｿﾝ >4 R

ｾﾌﾀｼﾞｼﾞﾑ >8 R

ｾﾌｫｿﾞﾌﾟﾗﾝ >16 R

ｾﾌﾒﾀｿﾞｰﾙ 32 I

ﾌﾛﾓｷｾﾌ >32 R

ｲﾐﾍﾟﾈﾑ >4 R

ﾒﾛﾍﾟﾈﾑ >4 R

ｱｽﾞﾄﾚｵﾅﾑ >8 R

ｽﾙﾊﾞｸﾀﾑ・ｾﾌｫﾍﾟﾗｿﾞﾝ >32/16 R

ﾀｿﾞﾊﾞｸﾀﾑ・ﾋﾟﾍﾟﾗｼﾘﾝ >64 R

グループディスカッション：「薬剤感受性パターンから耐性機序を推定する」

　まずは個人の回答を記入し。その後、グループディスカッションで討議してください

設問１．上記の薬剤感受性パターンより、どのような耐性機序（β‐ラクタム系薬耐性）を推定しますか？

推定理由も併せて記載してください（複数回答可）

設問２．設問１の耐性機序を確認するために必要な検査法を記載してください（複数回答可）。

また、それぞれの検査法について実際に日常業務で行っているかどうかについても記載してください。

設問３．設問２の確認試験が陽性であった場合に貴施設ではどのような報告を行っていますか？（例：MIC値にかかわらずすべての

β‐ラクタム系薬をRに変換して報告する、耐性菌であることがわかるようにコメントを付記する、など）

マイクロスキャンパネル（基準濁度法）

* 耐性因子を考慮せずにMIC値のみで判定
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菌株⑪：Acinetobacter sp.

薬剤名 MIC SIR*

ﾋﾟﾍﾟﾗｼﾘﾝ 64 I

ｾﾌﾀｼﾞｼﾞﾑ >16 R

ｾﾌｫｿﾞﾌﾟﾗﾝ >16 R

ｾﾌｪﾋﾟﾑ >16 R

ｾﾌﾋﾟﾛﾑ >16 R

ｲﾐﾍﾟﾈﾑ >8 R

ﾒﾛﾍﾟﾈﾑ >8 R

ｽﾙﾊﾞｸﾀﾑ・ｾﾌｫﾍﾟﾗｿﾞﾝ 8/4 S 

グループディスカッション：「薬剤感受性パターンから耐性機序を推定する」

　まずは個人の回答を記入し。その後、グループディスカッションで討議してください

設問１．上記の薬剤感受性パターンより、どのような耐性機序（β‐ラクタム系薬耐性）を推定しますか？

推定理由も併せて記載してください（複数回答可）

設問２．設問１の耐性機序を確認するために必要な検査法を記載してください（複数回答可）。

また、それぞれの検査法について実際に日常業務で行っているかどうかについても記載してください。

設問３．設問２の確認試験が陽性であった場合に貴施設ではどのような報告を行っていますか？（例：MIC値にかかわらずすべての

β‐ラクタム系薬をRに変換して報告する、耐性菌であることがわかるようにコメントを付記する、など）

マイクロスキャンパネル（基準濁度法）

* 耐性因子を考慮せずにMIC値のみで判定


